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陳 述 書

財団法人化学品。検査協会
化学品安全センター久留米研究所

試験委託者 通商産業省

・ 試験の表題 ペンタン [n ‐ペンタン (被験物質番号 K-1073) にて試験実施 ]

、の微生物による分解度試験 ・

試験番号 210 7 3

上記試験は、「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等

を定める命令第 4条に規定する試験施設について」 (環保業第 3 9号、薬発第 2 2 9号、

5 9基局第 8 5号、昭和 5 9年 3月 3 1 日、昭和 6‐3年 11 月 1 8 日改正 ) に定める
〈 ・ ・ .

「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める命令

・ 第 4条に規定する試験施設に関する基準一及び「OECDPrinciples of G仰 d Lab岨 tory

Practice 」 (May 12,1981) に従って実施 したものです。

平成デ年ぎ月ぶ日

運営管理者



信頼性保証書

財団法人化学品検査協会
化学品安全セン,ター久留米研究所

試験委託者 通商産業省

試験の表題 ベンタ・ン [〃- ペンタン (被験物質番号 K ‐ 10 7 3) にて

試験実施]の微生物による分解度試験

試験番号 21073

● ,, .
上記試験は財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米研究所の

信頼性保証部門が監査及び査察を実施しており、監査又は査察を行った日付
並びに運営管理者及び試験責任者に報告を行らた日付は以下の通りです。

●

監査又は査察日 ′ 報告日 (運営管理者) 報告日 (試験責任者)
平成 8年 1月 31 日 平成 8年 1月 31 日 平成 8年 1,月 31 日
平成 8年 2月 6日 平成 8年 2月 7日 平成 8年 2月 7日
平成 8年 2月 2 0 日‐平成 8年 3月 7,日 平成 8年 3月 7日
平成 8年 3月 5日 平成 8年 3月 7日 平成 8年 3月 17日
平成 8年 3月 6日 平成 8年 3月 7日 平成 8年 3月 7日
平成 8年 4月 5 日 平成 8年 ・4月 5 日 平成 8年 4月 5日
平成 8年 7月 31 日 平成 8年 8月 1日 平成 8年 7月 31 日
平成 9年 1月 2 4 日 平成 9年 1月 2 4日 平成 9年 1月 2 4 日
平成 9年 3月 4 日, 平成 ,9 年 3月 4 日 平成 9年 3月 4日

本最終報告書は、試験の方法が正確に記載されており、内容が試験計画及び

標準操作手順に従い、かつ、生データを正確に反映 していることを保証します。

平成 ノ年 i 月 デ日

.

信頼性保証業務責任者







最 柊.報 告 書

試験番号 210 7 3

1. 表 題 ペーンタン [n ‐ペンタン (被験物質番号 ノK ‐ 10 7 3) にて

試験実施]の微生物による分解度試験

2. 試験委託者 名 称 通商産業省

住 所 (〒 10 0) 東京都千代田区霞が関「丁目3番 1号

・ 3. 試 験 施 設 , 名 称 財団法人 化学品検査協会

化学品安全センター久留米研究所

住 所 (〒 8 3 0) 福岡県久留米市中央町 19 -1‐4

T E L (0 9 4 2).3 4 ‐ 1 5、0 0

運営管理者

4」試 験 目 的 ・ K ‐ 10 7 3の微生物による分解性の程度について知見を得る。

5. 試 験 方 法 「新規化学物質に係る試験の方法について」 (環保業第 5号、

薬発第615号、49基局第392号、昭和49年 7月 13日) に規定する

く微生物等による化学物質の分解度試験〉及び 「OECD

Guidelines for Testing of Chemicals 」 (July 17,1992) に

・
定める "ReadyBiodegradability:301C,Modified MITI Test

‐ (1) “に準拠 した。

6. 適用する優良 「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査

試験所基準 の項目等を定める命令第 4条に規定する試験施設について」

(環保業第 39号、薬発第 229号、 59基局第 85号、昭和 59年

3月31日、昭和63年11月 18日改正) に定める「新規化学物質に

係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定-める

命令第 4条に規定する試験施設に関する基準」 (以下「GIJ P

基準」という。 )及 び 「OECD Principles of Good Laboratory

Practice 」 (May12,1981) に適合 して行った。
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7. 試 ,験 期 間 L /

(ー) 試・験 開 始 日 平成 8年 1月 31 日

(2)試験液培養開始日 平成 8年 2月 6日

(3)試験液培養終了日 平成 8年 3月 5日

(4、) 試 験 終 了 日 平成 9年 2月 18 日

8. 試験 関係者

●
試 験 責 任 者

F ‐

試 験 担 当 者 、

′

活性汚泥管理責任者

.試資料管理部門責任者 、

●
9. 最終報告書作成日

平成 9年 2月 18 日

作成者

10. 最終報告書の承認

*, 闘 ,一
一
座?期 霧日



11, 被 験 物 質

本報告書において K-10 7 3は、次の名称及び構造式等を有するものとする。

11.1 名 称 z2‐ペ ンタン

11,2 構造式等

構造式

●
H3C÷そ c日2方÷cH3

分子式 C5H12

分子量 7 2.15

・ ,,.3 純 房 ,99,5%

11.4 入手先、商品名、等級及びロット番号ぬ

く1)入 手 先
(2) 商 品 名 ペンタン (“-ペンタン)

(3)等 級
(4) ロット番号 ESM3217

*1, 入手先添付資料による。
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Fig ‐1 ・ Chart of BOD

T1est No. 21073 (,Test substance K ‐ 1075 ,

Apparatus … … … … … … … … … No, CM‐35
Cultivating conditions:
Concentration
Test SubStance. … … … … … … 100( 唖【/@)
Reference substance(ani.i11e ) ・10O G噂/の
AC 七iVated S1udge ,… … … … … . 30( 『唖ソQ)
Temperature 川 … … 由 … … - " 25 ± 1.C
‐Duration ・・・・・・・・・“ ・・・・・・・・・・・・・・・ 28days 、(Feb.6~Mar.5,19196)

Note: Regular testRegular condition

Vessel
no.

Sample description
B O D(mg)

7thday 14thday 21stday 28thday

国 Control blank 【B] 0.7 1,0 4.7 5 ,9

圏 S1udge 十 Test substance 8,3 75 ,9 105.7 109,2

図 . S1udge 十 Test substance 6,1 64.4
・
92,2 102,8

回 S1udge 十 Test substance 6,5 71 ↓0 101.8 112.8

図 SI.udge 十 AI1iline 44.7 70,7
′
81.6 86.1

国 Water 十 Test substance 0.0 0.0 0 ,0 0.O
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